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Global Education Network for Sustainable Future Hiroshima (GENS) 

～グローバルな視野とローカルな視点からの学び～ 

ＮＥＷＳ PAPER №1 
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世界の人々が一人ひとり幸せに生きられる。そんな社会を願う人々の「出会い」と「学び」と「行動」の場

です。「貧困」「難民」「食」「平和」「ジェンダー」「教育」。取り扱うテーマも十人十色。「開発教育」に関心のあ

る人なら，だれでも参加できます。参加型の学習会を定期的に行っています。 

～あなたも地球市民共育塾ひろしまで一緒に学びませんか？～ 

 

 

 

 

 

「開発教育」は英語の Development Education を日本語に直訳した言葉で，1960 年

代に南の開発途上国でのボランティア活動に出かけていた欧米の青年たちによって，開発途

上国への支援を促すための教育活動を開始したのが始まりといわれています。 

開発教育は，私たちの身のまわりの問題とそれにつながる地球的課題まで 

①どこでどのような問題が起きているのか 

②その問題の原因は何か 

③その問題は「わたし」とどのようにつながっているのか 

④どのような解決の途があるのか 

⑤解決に向けて「わたし」にできることは何か 

をひとりひとりが主体的に考え，行動していく力を養い，共に育てることをめざしています。 

 

 
開発教育ってなあに？ 
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だれでもできる簡単アイスブレーキング集 
アイスブレーキングとは、ワークショップの最初の行うゲームのようにもので、アイスを溶かす（ブレーキング）よう

に，参加者の心を開き楽しくしていくための手法です。ここでは簡単にできるアイスブレーキングを紹介します。 

①フリー・ウォーキング 

ｱ）会場をオープンスペースにする。各自はお互いに話をしないで，会場を自由に歩く。 

ｲ）誰かと出会ったら握手をして，お互いに自己紹介する。 

ｳ）一定の時間(１分くらい)がきたらストップさせる。 

ｴ）ふりかえり。どう感じたか。何人の人と自己紹介をしたか。 

＊握手に代えて指先タッチをしたり，目を閉じブラインド・ウォークなどのバリエーションもある。 

②後出しジャンケン 

ｱ）二人ペアとなり，一方が先に，グ－・チョキ・パ－のいずれかを出す。それを見て，相手側は，それに勝つも

のを出す(何回か，繰り返す)｡ 次に，同様にして，相手に，負けるものを出す｡ 

ｲ）役割を代えてもう一度やってみる。(速度をだんだん速めてみるのもよい) 

ｳ）ふりかえり。なぜ負けることの方が難しいのか考えてみる。 

③バースデイライン 

ｱ）会場はオープンスペース。各自はお互いに話をしないで，全員が各自の誕生日の日付順に，一列に並ぶ。 

ｲ）列が出来たら，順番が合っているかどうかを確認する。 

ｳ）ふりかえり。どうやって並ぶことができたか。 

④部屋の四隅 

参加者の属性やニーズを把握できるアイスブレーキング。オープンスペース。 

ｱ）四つの選択肢を選ぶ質問をし，参加者は，同じ回答の者同士がそれぞれ部屋の四隅に分かれる。 

ｲ）それぞれのグループの中から数人に，なぜその答えを選んだかインタビューする。 

ｳ）質問は，「どこから来ましたか」「好きな季節は」などというような一般的なものから，「今の世界は平和と思う

か」などというようなワークショップと関係のある質問にシフトさせていく。 

＊③や④のアクティビティの後で，参加者に番号を振り，グルーピングすることもできる。 

⑤うそホント名刺 

自己紹介を兼ねたアイスブレーキング。オープンスペース。 

ｱ）A4を半分に切ったワークシート配布する。 

ｲ）各自「私は〇〇です」という自己紹介の文章を 4つ書く。ただし，そのうち一つはウソを書いておく。 

ｳ）フリー・ウォーキングしながら，出会った相手と，カードを見せながら，自己紹介する｡また，相手にどれがウ

ソか当ててもらう｡当たったら，握手して次の人に移る。 

ｴ）終了後のふりかえり。どう感じたか。（自己を表象することの難しさに気づくかもしれない。） 

⑥四つの窓 

参加者が，テーブルごとにグループ分けされているときに用いる自己紹介

アクティビティ。参加者のニーズやモチベーションを把握できる。 

ｱ）各自にＡ４用紙を配布し，田型に折り目を入れる。 

ｲ）一つのマスには自分の名前を，また別のマスにはこのワークショップで何

を期待するのか（参加動機）を記入してもらう。 

ｳ）他の二つのマスには，「自分が今，興味を持っていること」「最近あった楽

しかったこと」など，楽しい自己紹介ができるようなものを設定して，それぞ

れ記入してもらう。 

ｴ）グループごとに，お互いにそれぞれのＡ４用紙を見せあいながら，自己紹介をする。質問をしてもよい。 

名前 マイブーム 

最近の楽しかっ

たこと 

参加動機 
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「感じる・向きあう ～子どものアートから読みとる

平和のためのワークショップ」 
《平成 23 年度 広島市街づくり市民交流フェスタ参加企画》 

 

2011 年 5 月 21 日，広島市まちづくり市民交流プラザに

おいて，まちづくり市民交流フェスタ参加企画のワークシ

ョップ「感じる・向きあう～子どものアートから読みとる

平和のためのワークショップ～」（ファシリテーター小松真

理子さん）を行ないました。シエラレオネの子どもたちか

ら小松さんに贈られた内戦の記憶を描いた「過去」，そして

「未来」の絵と参加者一人ひとりが向き合い，その絵を描

いた子どもの気持ちにいかに寄り添い，何を読み取り，感

じることができるか，を体験するワークショップでした。 

ファシリテーターの小松真理子さんは，2008 年～2009

年の 9 ヶ月間，ユニセフ・インターンとしてシエラレオネ

に派遣され，現地の子どもたちと交流を深め，2010年ピー

スボートの「証言の航海」では，おりづるパートナーとし

て広島・長崎の被爆者の方々と地球一周の航海に参加され

ました。現在は，岩手県の被災地でユニセフ・ボランティ

アとして現地の子どもたちの支援活動に取り組んでいます。

広島の子どもとして育ち，ヒロシマで被爆した子どもたち

の「原爆の絵」を見た原体験から，紛争地・被災地で子ど

もたちが深い傷や苦しみを乗り越えて生きてゆく力を見出

す現在までの経験をもとに，このワークショップでは，参

加者（20名）が紛争を経験した子どもたちにいかに寄り添

い，その絵から何を感じ取り，どう生きる力を支えていくか，感性豊かに，学び合う熱気あふれるワー

クショップとなりました。 

 

 

参加型のオリジナル平和学習教材づくり，制作中!! 
 

教材づくりグループを立ち上げて，二年がかりで進めてき

た広島ならではの参加型のオリジナル教材づくりも，いよい

よ大詰めを迎えてきました。制作しているのは，「ヒロシマ」

「平和」をテーマとする複数の参加型教材からなる教材集で，

月一回のペースで開催している勉強会で，グループのメンバ

ーがそれぞれ持ち寄った自作の参加型平和教材案をお互いに

検討しあい，内容をブラッシュアップさせていっています。 

９月１０日に県立広島大学で開催した第１０回勉強会では

「広島の校庭から届いた絵」「平和ファシリテーターになろ

う」「核兵器廃絶会議」などの教材について検討しました。来

年の３月までに１０数本の参加型教材をまとめて教材集を完

成させたいと考えています。 

2011 年 11 月 26 日～27 日には，これまでに制作した教材を実際に実演してみる「公開試行ワークシ

ョップ」も開催します。 
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～共育塾の交流会・打ち上げ会・パーティ・飲み会～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地球市民共育塾ひろしま事務局メールアドレス：Kyoikujuku.hiroshima@gmail.com 

お申込みの個人情報は，事務局で責任を持って保護・管理し，会の運営以外の目的で使用する

ことはありません。入会金・年会費は無料です。例会への参加時に参加費(実費)を頂いています。 

 

切り取り線 

入 会 申 込 書 

「地球市民共育塾ひろしま」の活動の趣旨に賛同し，入会を希望します。 

地球市民共育塾ひろしまメーリングリストへの登録をお願いします。 

お名前 ご住所：〒 

TEL FAX （ﾊﾟｿｺﾝでご受信可能な）ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ ： 

地球市民共育塾ひろしまの活動に期待すること，また，他に活動されていることがあればお書きください。 

〇お寄せいただいた個人情報につきましては，事業運営の目的以外には使用致しません。

私たちは，地球市民共育塾ひろしまです。開発教育・国際理解教育・地球市民教育の学びあ

いを目的とした市民サークルです。 

参加型の活動を取り入れたワークショップを通して，参加者が共にグローバルな視野やローカ

ルな視点から考え合い，学び合う活動を行っています。 

現在，共育塾には 170 人以上の会員が登録しています。その職業も，教職員，会社員，国際

協力関係者，研究者，大学生･院生と多様です。 

毎回ワークショップでは，メンバーがそれぞれの関心のあるテーマを取り上げ，ワークショッ

プのプログラムを企画・実施しています。現在の主な活動は，例会ワークショップの開催，「広

島市まちづくり市民交流フェスタ」へワークショップ企画による参加，「広島市国際交流・協力

の日」への展示ブース出展，教材づくり勉強会の開催などです。 

共育塾のワークショップなどの案内をご希望の方は，下記の申込書で事務局までお申込みく

ださい。または，下記内容を事務局アドレス宛に送信下さい。メーリングリストに登録させて

いただきます。 

共育塾からの案内・情報提供は原則としてメーリングリストで行いますが，メール環境のな

い方のみ，ファックスでお送りします。ご希望の方は，その旨をお書きください。 

みなさまのご入会をお待ちしています。 

 

入会のご案内 
 

 

 


